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 IBM solidDB v6.5 製品ファミリーの新機能 
 

 

IBM solidDB v6.5 インメモリー・デー

タベースは超高速処理のために最適

化された製品です。 

特長 

 

IBM solidDB®
製品ファミリーはリレー

ショナル・インメモリー・データベース・

ソフトウェアであり、従来のデータベー

スの 10 倍の超高速処理を実現します。

親しみやすい SQL 言語を使用し、本製

品に基づいて、アプリケーションは 1 秒

あたり数十から数十万のトランザクショ

ンを数マイクロ秒のレスポンスタイムで

処理します。 

 

IBM solidDB は超高速でデータを提供

するソフトウェアとして世界中で知られ

ています。通信ネットワーク、エンター

プライズ・アプリケーション、および組込

みソフトウェアおよび組込みシステムに

おいて、300 万件以上の solidDB イン

スタンスが使用されています。CISCO、

HP、Alcatel、および Nokia Siemens と

いった業界の先進企業は、solidDB を

活用してミッション・クリティカルなアプ

リケーションを構築しています。 

solidDB Universal Cache v6.5 

および solidDB v6.5 

 

 共有メモリーへのアクセス 

 

 分散トランザクションのサポート 

 

 複数言語サポートの強化 

 

 新規の監査証跡機能 

 

 パフォーマンス、使いやすさ、 

およびセキュリティを強化 

solidDB Universal Cache v6.5 

 

 データ・エージング 

 

 SQL パススルー 
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IBM solidDB 製品ファミリーは 2 種類

の製品によって構成されています。 

 

 IBM solid DB: 完全な機能を持つ

リレーショナル・インメモリー・デー

タベースであり、超高速処理と究極

の可用性によって、リアルタイム・

アプリケーションが要求するパフォ

ーマンスと信頼性の要件を満たし

ます。 

本製品は、リレーショナル・インメモ

リー・テクノロジーと超高速データ

同期機能を提供します。 

本製品とともに、IBM は以下の製

品を提供します。 

 IBM solid DB Universal Cache: 

業界における初めてのリレーショナ

ル・インメモリー・キャッシュ・ソフト

ウ ェ ア で あ り 、 IBM DB2®
、 IBM 

Informix®
、 Oracle 、 Microsoft® 

SQL Server、および Sybase の処

理速度を加速化し、処理速度を最

大 10 倍改善します。 

 

本データシートには、solidDB および

solidDB Universal Cache バージョン

6.5 の最新機能が説明されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本データシートには、solid DB と solid 

DB Universal Cache の全ての機能と

メリットが記載されているわけではあり

ません。これら 2 製品のより詳細な情

報は、以下の Web サイトをご参照くだ

さい。 

ibm.com/software/data/soliddb 

 

solidDB Universal Cache v6.5 およ

び solidDB v6.5 の主な機能強化 

solidDB v6.5 製品ファミリーの両製品

とも、以下の新機能を提供します。 

 

共有メモリーへのアクセス 

solidDB v6.5 に基づいて、複数のアプ

リケーションを完全な solidDB サーバ

ー・コードから構成される動的ライブラ

リに関連付けることによって、パフォー

マンスを改善しレスポンスタイムを削減

することが可能になりました。アプリケ

ーションは、共有メモリーセグメントを

通じて共有メモリーに存在するデータ

にアクセスします。この共有メモリーへ

のアクセスによって、複数のアプリケー

ションが単一の solidDB インスタンスを

共有することができます。さらに、複数

のsolidDBインスタンスが同じシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に共存することもできます。 

 

分散トランザクションのサポート 

solidDB v6.5 は、Java™ Transaction 

API (JTA)インターフェースによって、分

散トランザクションを 2 相コミットでサポ

ートします。この機能強化によって、

solidDB v6.5 は IBM WebSphere® 

Application Server のような先進的な

アプリケーション・サーバーとの相互運

用が可能になり、複数のデータソース

を必要とする複雑なアプリケーションを

管理することができるようになりまし

た。 

 

複数言語サポートの改善 

solidDB v6.5 は Unicode をサポートし、

世界の主要言語で使用される文字の  

エンコード機能を提供し、より柔軟なア

プリケーション開発環境を実現します。

さらに、複数のアプリケーションが同じ

solidDB v6.5 のインスタンスに接続す

る際に、異なる文字コードを使用するこ

とも可能です。 
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新規の監査証跡機能 solidDB Universal Cache の主要な

機能強化 

solidDB Universal Cache がバックエ

ンドのデータベースと双方向のレプリケ

ーションを行うなか、データ・エージング

を自動的に実行させることも可能です。

その際、solidDB Universal Cache か

ら削除されたデータはバックエンドのデ

ータベースからキャッシュにレプリケー

ションされることはありません。 

様々な業界において IT 監査へのニー

ズが高まるなか、solidDB v6.5 は新規

に監査証跡機能を提供し、データベー

ス内のユーザーとスキーマの変更を首

尾一貫してトラッキングする機能を提

供します。 

以下の新機能は、solidDB Universal 

Cache v6.5 にのみ適用されます。 

 

データ・エージング機能を柔軟に設定

可能 

 データ・エージング機能は、アプリケー

ションが古くなったり鮮度の落ちたデー

タをバックエンドのディスク・ベースのデ

ータベースに保管したうえで solidDB 

Universal Cache v6.5 からは削除する

機能を指します。本機能によって、

solidDB Universal Cache に割り当て

られるメモリーの容量が最適化され、

アプリケーションに最も関連しているデ

ータが最も適切で有効なデータである

ことを保証します。solidDB Universal 

Cache v6.5 は、アプリケーション・レイ

ヤにおいてデータのエージングを包括

的に管理します。アプリケーションは、

簡単な SQL 命令文でどのデータを

solidDB Universal Cache のテーブル

から削除すべきかを規定することでデ

ータ・エージングを実施します。アプリ

ケーションはエージングの発生をトラン

ザクション・レベルまたはセッション・レ

ベルで設定することができます。また、 

新規のトランザクション・ログ・リーダー  

SQL パススルーを動的かつ柔軟に実

施 

solidDB v6.5 は、新規の SQL ベース

のプログラミング・インターフェースによ

って solidDB トランザクション・ログ・フ

ァイルを読む機能を提供し、アプリケー

ション開発者は複製、バックアップ、お

よびデータ統合を行うためのカスタム・

ソリューションを構築することができま

す。このインターフェースは、ネットワー

ク上でも共有メモリーへのアクセスにお

いても活用することができます。 

solidDB Universal Cache v6.5 によっ

て、アプリケーションがキャッシュされ

たデータとキャッシュされていないデー

タにアクセスし、バックエンド・データベ

ースへの明示的な接続を維持する必

要がなくなったため、導入の柔軟性が

高まり開発コストを削減することが可能

になりました。このパススルー機能によ

っ て 、 SQL 命 令 文 が solidDB 

Universal Cache のキャッシュされたテ

ーブルでローカルに実施されるのか、

バックエンドのデータベースにリダイレ

クトされるべきかがチェックされます。

solidDB Universal Cache v6.5 の

SQL パススルー機能はセッション・レベ

ルまたはトランザクション・レベルで実

施することができ、システム稼動状況

に基づいて動的に調整を行うことがで

きます。その結果、アプリケーションの

柔軟性が向上し、より厳密な管理がで

きるようになります。 

 

FIPS 140-2 

solidDB v6.5 は FIPS 140-2 に準拠し、

外部の暗号化ルーチンを使用する機

能を提供します。 

 

マルチコア・プラットフォームのために、

パフォーマンスと使いやすさが強化さ

れ、SQL 命令文へのサポート機能が

追加されています。  
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より詳細な情報について 

IBM solidDB に関するより詳細な情報

については、IBM の営業担当員または

IBM のビジネス・パートナーにお問い

合わせください。以下の IBM の Web

サイトでも情報をご確認いただくことが

できます。 

Ibm.com/software/jp/data/solid 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
法律の要件に対する遵守を確認する

責任はお客様にあります。お客様の事

業に関連する可能性のある法律およ

び規制に関する要件、およびかかる法

律を遵守するために取るべき行動につ

いて確認および解釈が必要な場合は、

法律の専門家の助言を取得するのは

お客様の責任になります。IBM は当社

のサービスまたは製品がいかなる法律

または規制に対応するものかどうかに

ついて、法的な助言や保証をお客様に

対して行うことはありません。 
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IBM、IBM ロゴ、ibm.com、および

solidDB は、世界の多くの国で登録さ

れ た International Business 
Machines Corporation の商標または

登録商標です。他の製品名およびサ

ービス名等は、それぞれ IBM また

は各社の商標である場合があります。

現時点での IBM の商標リストについ

ては、以下をご覧ください。 
ibm.com/legal/copytrade.shtml 
 
他の会社名、製品名およびサービス

名等はそれぞれ各社の商標またはサ

ービスマークです。 
 
本書に記載の製品、プログラム、ま

たはサービスが日本においては提供

されていない場合があります。日本

で利用可能な製品、プログラム、ま

たはサービスについては、日本 IBM
の営業担当員にお尋ねください。 
 
本書に含まれる情報は、情報提供の

みを目的に提供されています。本文

書の情報の完全性および正確性につ

いては最善の努力を払いましたが、

本文書の内容は法律上の瑕疵担保責

任を含むすべての明示もしくは黙示

の保証責任を負うことなく、現存す

るままの状態で提供されます。また、

本文書は IBM の現在の製品プランま

たは戦略に基づくものです。この製

品プランまたは戦略は予告なく変更

されることがあります。IBM は本文

書およびその他関連文書の使用に起

因するいかなる損害についても責任

を負いません。本文書は、IBM（ま

たは IBM のサプライヤーまたはラ

イセンサー）にいかなる保証責任を

負わせるものではなく、また、IBM
ソフトウェアの使用に際し適用され

る、プログラムのご使用条件の内容

も変更するものではありません。 


